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※各単元の目標について
（１）　「知識及び技能」の目標及び、「思考力、判断力、表現力等」の目
標については基本的に指導事項の文末を「～できる。」として示す。

（２）　「学びに向かう力、人間性等」の目標については、いずれの単元
においても当該科目の目標である「言葉がもつ価値～他者や社会に関
わろうとする。」までを示す。

※各単元の評価規準の設定について
（１）　「知識・技能」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力
に該当する〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」として
作成する。

（２）　「思考・判断・表現」の評価規準は当該単元で育成を目指す資
質・能力に該当する〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭
に、指導する一領域を「（領域名）において、」と明記し、文末を「～して
いる。」として作成する。

（３）　「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、①粘り強さ〈積
極的に、進んで、粘り強く等〉、②自らの学習の調整〈学習の見通しを
もって、学習課題に沿って、今までの学習を生かして等〉、③他の２観
点において重点とする内容（特に、粘り強さを発揮してほしい内容）、④
当該単元の具体的な言語活動（自らの学習の調整が必要となる具体
的な言語活動）を全て含め、単元の目標や学習内容等に応じて、その
組合せを工夫することが考えられる。文末は「～しようとしている。」とし
て作成する。
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キ
設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深めること。 ○

○オ
作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解
釈を深めること。

Ｂ
読
む
こ
と

ア
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

イ
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈すること。 ○ ○

○ ○ ○

○

思
考
力
・
表
現
力
・
判
断
力
等

ア
文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理
して、表現したいことを明確にすること。

イ 読み手の関心が得られるよう、文章の構成や展開を工夫すること。

○

○

イ
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めること。 ○

○ ○

○○ ○ ○○ ○

○ ○ア
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めること。 ○ ○ ○

○

○

エ 文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使うこと。 ○

○

○○

○

○ ○イ
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。 ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

指　導　事　項　

（１）

ア
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解するこ
と。 ○ ○
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指導領域 B　読むこと ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 8
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授業時数の計 15時間
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第２学年普通科 担当 中山靖子

使用教科書 文学国語（東京書籍）

（１）　知識及び技能

（２）　思考力、
　　　 表現力、
　　　 判断力等

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

（３）　主体的に学習に
取り組む態度

月
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８月 ９月 10月 11月 12月 １月

北海道網走桂陽高等学校　文学国語
年間指導計画（２単位）

A　15時間 B　55時間 計　70時間
単　元　名

４月 ５月

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

（２）

知
識
及
び
技
能

Ａ
書
く
こ
と

ウ

エ

文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独
創的な文章になるよう工夫すること。

文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じ
てもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文
章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の特徴
や課題を捉え直したりすること。

エ
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察すること。

ウ
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めること。

ウ
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察す
ること。

カ
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めること。

○

○

○ ○

○

○ ○ ○


